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〔応募要領〕 
○の中に適当な文字を入れて下さい。 

 ヒントは、「ＯＢ会ニュース」（NO,261）

をよく読んで、答えを見つけて下さい。 

 ハガキに答えと住所・氏名・ＯＢ会員番 

号を書いてご応募ください。 

 

＜宛て先＞ 〶 １５１‐８５１２ 

東京都渋谷区代々木２－２－６ 

ＪＲ新宿ビル 13ＦＪＲ東労組ＯＢ会 

 

＜賞品＞ 正解者の中から抽選で 33名の 

皆さんに下記の賞品を贈ります。 
 
１ 等 ３名 １万円のびゅう商品券 

２  等  ５名 ５千円のびゅう商品券 

３  等 10 名 3千円のびゅう商品券 

特別賞 15 名 1,000 円の図書券 
 

＜応募締切＞  

＜当選発表＞   次号 №263 号（3 月発行） 

 新春ｸｲｽﾞ 
 

《  》 
本部ＯＢ会は今の難局を乗り越

えるために、ＯＢ会発足の原点・原

則に立ち戻り 

「〇〇・〇〇」 
を確立し、人権・平和・民主主義を

守る組織として頑張ります。 

 

 

 

 

今
国
会
で
成
立
し
た 

重
要
法
案 

 

指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点 

                                    

       
  

今
年
も
高
齢
者
に
は
冷
た
い
風
が
吹
き

そ
う
で
す
。 

そ
の
一
つ
に
、
こ
の
４
月
か
ら
公
的
年

金
の
給
付
に
対
し
て
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
」
の
発
動
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

現
在
年
金
の
給
付
額
は
、
毎
年
物
価
と

賃
金
の
変
化
に
合
わ
せ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
然
物
価
と
賃
金
が
上
昇
す
れ
ば
、
給
付

額
も
あ
が
り
ま
す
。
し
か
し
現
役
世
代
が
将
来

も
ら
う
年
金
が
減
り
過
ぎ
な
い
様
に
こ
の
上

昇
率
を
抑
え
る
た
め
に
、
２
０
０
４
年
に
こ
の

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
デ
フ
レ
下
で
は
発

動
が
さ
れ
な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
今

ま
で
に
発
動
さ
れ
た
の
は
２
０
１
５
年
の

１
回
だ
け
で
、
今
年
発
動
さ
れ
れ
ば
２
度

目
と
な
り
ま
す
。
発
動
さ
れ
れ
ば
受
け
取

る
年
金
額
は
当
然
減
る
事
に
な
り
、
生
活

は
よ
り
苦
し
く
な
り
ま
す
。 

    

そ
の
一
方
で
厚
労
省
は
、
高
齢
者
の
就

労
の
多
様
化
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
年
金
制 

         

    

の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

     

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

そ
の
内
容
を
、
高
齢
者
が
60
歳
以
降
も

働
き
続
け
た
場
合
に
受
給
で
き
る
厚
生
年

金
を
、
複
数
の
ケ
ー
ス
を
用
い
て
初
め
て
提 

示
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
現
在
の
年
金
制
度
の
基
本
と
な

っ
て
い
る
夫
婦
世
帯
で
60
歳
退
職
・
65
歳

受
給
開
始
で
は
月
額
約
22
万
で
す
が
、
こ

れ
が
70
歳
で
退
職
し
て
年
金
受
給
を
受
け

る
時
は
、
月
額
１
・
５
倍
の
約
33
万
に
な

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
為
に
政
府
は
、
現
在
65
歳
ま
で
と 

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
継
続
雇
用
の
義
務

付
け
を
、
70
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
方
向
で

検
討
し
て
い
て
、
２
年
後
に
「
高
齢
者
雇
用

安
定
法
」
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出
す
る
考

え
で
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
に
も
長
く
働
い
て

も
ら
い
、
公
的
年
金
の
支
え
手
に
な
っ
て
も

ら
う
と
云
う
事
で
す
。 

た
だ
現
在
、
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
繰

り
下
げ
受
給
者
は
、
受
給
者
全
体
の
１
％
台

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
自
分
の
寿
命
は
分

か
ら
な
い
の
で
、
繰
り
下
げ
受
給
は
ギ
ャ
ン

ブ
ル
だ
」
と
云
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。 

      
 

 
 
 

 

      

現
在
日
本
退
職
者
連
合
は
、
社
会
保
障

制
度
の
要
求
を
、
連
合
や
政
党
を
通
じ
て

政
府
や
関
係
省
庁
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
そ
の
連
合
が
、
こ
の
夏
の
参
議

院
選
挙
を
前
に
し
て
「
原
発
政
策
」
を
巡

っ
て
２
分
化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
組
織
内
候
補
」
を
擁
立
し
て
闘
う
、
自

治
労
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、
日
教
組
、
情
報
労
連
、

私
鉄
総
連
が
「
立
憲
民
主
党
」
か
ら
、
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
自
動
車
総
連
、
電
機
労
連
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
、
電
力
総
連
が
「
国
民
民
主
党
」

か
ら
立
候
補
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

「
旧
総
評
系
」
と
「
旧
同
盟
系
」
と
に
分

か
れ
一
枚
岩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

現
在
の
日
本
は
「
人
口
減
と
少
子
高
齢

化
」
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
問
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
年
金
受
給
額
の
伸
び
の
抑

制
や
社
会
保
障
費
を
削
減
す
る
だ
け
で
は

だ
め
で
、
現
役
世
代
等
の
支
え
手
の
環
境

を
改
善
し
な
い
限
り
解
決
し
ま
せ
ん
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
全
力
を
上
げ
て
「
社

会
保
障
制
度
」
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。 

  

 

 

日本退職者連合が呼びかけた 

「西日本豪雨災害支援」カンパ 

         
 

合計 639,888円 
 

＊ 皆さまの御協力に感謝申し上 

げます。全額をＪＲ総連ＯＢ連 

絡会に届けました。 

 

 

 

 

今年もＯＢには冷たい風 

連合は選挙で２分化、今こそＯＢの団結力で 
 

 

 



          

    

     

   
  

12
月
10
日
13
時
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本

部
小
会
議
室
で
「
第
9
回
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本

部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
役
員
、
来
賓
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

の
総
勢
17
名
で
、
財
政
事
情
に
よ
り
昨
年
の

参
加
者
の
半
分
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
は
上
原
副
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、 

石
塚
会
長
の
挨
拶
の
後
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
バ
ス

東
北
と
バ
ス
関
東
本
部
の
代
表
か
ら
、
現
状

と
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
各
職
場
の
状
況
や
分
会
の
取
り 

組
み
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
報
告
等
が
あ
り
ま 

し
た
。 

 

主
な
発
言
は 


 

今
の
会
社
は
、
仕
事
よ
り
組
合
脱
退 


 

慫 


 
 


 
 


 
 


 
 

 

    

  

            
 

 

慫
慂
に
力
を
入
れ
て
い
る 


 

職
場
の
組
合
員
が
全
員
脱
退
し
た
の
で
、 

今
何
の
活
動
も
出
来
て
い
な
い 


 

職
場
に
役
員
が
入
っ
て
組
合
員
と
議
論

し
た
ら
、
脱
退
の
動
き
が
止
ま
っ
た 


 

シ
ニ
ア
プ
ロ
パ
ー
か
ら
「
55
歳
以
上
基

本
給
減
額
制
度
」の
改
善
を
求
め
る
声
が

あ
る
の
で
組
合
は
力
を
入
れ
て
欲
し
い 

な
ど
で
、
最
後
に
議
長
な
ど
本
部
役
員
に
「
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
激
励
の

声
で
、
総
会
は
成
功
裡
に
終
え
ま
し
た
。 

     

        
 
 
 
 
    

 

  
 、  

                          

                         

 日 時  ２０１８年 ０６月２５日（月）１３時 

                                      場 所  JR 東労組本部ミーティングルームＣ 

 
 

第１回役員会   
 

＝≪出席者≫＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［議事次第］ 

 

１  開 会 

２  本部ＯＢ会長あいさつ 

３  本部ＯＢ担当あいさつ 

4   議 事 

①  第６回役員会以降の取り組みについて 

②  本部ＯＢ会第２２回定期総会の総括 

③ ＪＲ東労組第36回定期大会の報告 

④ 各地本ＯＢ会定期総会の報告 

⑤ 第２回ブロック別支部代表者会議に向けて 

⑥ 役員の任務分担 

⑦ 年間スケジュールの概要 

⑧ 今後のスケジュールと参加者確認 

⑨ その他 

⑩ 次回役員会の確認 

５  閉 会 

顧   問  大 熊 勝 明 

会   長  古 川 建 三 

副 会 長  宮 田 利 昭 

副 会 長  廣 瀬 隆 之 

副 会 長  難 波 和 正 

副 会 長  渡 部 良 司 

副 会 長  奥 山 光 昭 

事務 局長  伊 藤 義 男 

事務局次長  川 崎 昭 雄 

事務局次長  植 松   健 

事務局次長  田 崎 行 夫 

事務局次長  鈴 木 正 彦 

事務局次長  田 崎   聡 

 

 

    

地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
総
会
20
周
年
を
祝
う 

筈
だ
っ
た
「
第
21
回
定
期
総
会
」が
、
昨
年 

             

本
来
は
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
総
会
20
周
年

を
祝
う
筈
だ
っ
た
「
第
21
回
定
期
総
会
」
が
、

昨
年
の
11
月
10
日
「
北
中
公
民
館
」
で
、
39

名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に

は
、
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
県
退
職
者
連
合
の

代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
は
、
近
藤
会
長
、
古
畑
地
本
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
経
過
報
告
と
活
動
方
針
が
提

起
さ
れ
、
そ
の
後
２
名
の
女
性
会
員
を
含
む

８
名
が
発
言
し
ま
し
た
。 


 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
強
化
の
具
体
的
な
内
容
を

教
え
て
欲
し
い 


 

支
部
事
務
所
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
現
在

活
動
が
停
止
し
て
い
る 


 

書
記
を
し
て
い
た
が
、
今
回
の
「
脱
退
」

で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
頑
張
る 

               

      

      

そ
の
他
、
組
合
員
の
大
量
脱
退
で
小
さ
く
な

っ
た
地
本
を
支
え
、
「
生
涯
労
働
者
」
の
思
い
で

「
明
る
く
楽
し
く
や
っ
て
行
こ
う
」
と
確
認
し
合

い
、
12
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
最
後
の
定
期
総
会
を

飾
り
ま
し
た
。 

ま
た
会
場
で
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
救
援

カ
ン
パ
が
取
り
組
ま
れ
、
多
く
の
義
捐
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
「
お
前
い
つ
ま
で
も

若
い
ナ
～
」
と
、
コ
ッ
プ
を
片
手
に
語
り
合
い

ま
し
た
。 

              

          
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

11
月
17
日
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に 

お
い
て
、
西
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
に
は
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
95
名
が

集
ま
り
、
主
管
の
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
佐
藤
副

会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
大
谷
地
本
Ｏ
Ｂ
会

長
の
挨
拶
の
後
、
難
波
本
部
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長

と
、
大
宮
地
本
の
福
田
副
委
員
長
が
連
帯

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

第
一
部
で
は
、
大
宮
地
本
の
初
代
の
柳
原

委
員
長
が
現
状
に
関
わ
る
講
演
を
行
い
ま
し 

た
。
18
春
闘
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
が
約
１
時 

間
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

講
演
後
は
、
日
頃
会
え
な
い
仲
間
と
の
大

交
流
会
が
大
き
な
食
堂
で
和
気
あ
い
あ
い
と

行
わ
れ
、
新
生
本
部
を
支
え
て
行
く
事
と

「
来
年
も
や
り
た
い
な
」
と
の
声
が
出
さ
れ
る

中
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
終
了
し
ま
し
た
。 
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紅
葉
の
見
頃
よ
り
ち
ょ
っ
と 

 
 

 
 

 

時
季
が
外
れ
た
11
月
4
日
、 

水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
主
催
の
秋
レ
ク
を
笠
間
市

北
山
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
秋
レ

ク
は
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
で
、
現
役
組
合
員

も
含
め
て
総
勢
35
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
話

題
に
し
て
、
賑
や
か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
や
は
り
最
近
の 

組
織
状
況
を
心
配
す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た 

が
、
Ｏ
Ｂ
会
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
一
番
の
支
援 

者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
水
戸
地
本
を
支
え 

て
い
こ
う
と
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
た
。 

会
員
同
士
が
集
え
る
場
と
し
て
今
後
も
レ 

ク
を
継
続
し
て
開
催
し
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
存 

在
を
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

11
月
８
日
八
王
子
労
政
会 

館
で
会
員
53
名
を
集
め
て
レ
ク
リ
ェ
―
シ

ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
秋
レ
ク
は
、
2
年
続
け
て

雨
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
雨
の
心
配
の
な
い
室
内
の
会
場
で
、
３

度
目
の
正
直
で
立
川
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
準
備
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
方
の
予
想
と
は
裏
腹
に
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
、
30
年
前
の
国
鉄
改
革
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
当
時
の
懐
か
し
い
思
い

出
を
共
有
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
悪
名
高

き
他
労
組
の
「
帰
れ
コ
ー
ル
」
を
浴
び
た
そ

の
当
事
者
も
い
て
、
お
酒
も
す
す
み
ま
し
た
。 

 
最
後
は
全
員
で
大
き
な
輪
に
な
っ
て
、「
イ

ン
タ
ー
」
の
大
合
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。 

  

               
 

 
 

 

11
日
13
月
11
時
30
分
よ
り 

 
 

 
 

常
磐
線
南
柏
駅
・
水
代
果
樹
園

で
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
秋
レ
ク
を
、
１
１
０
名

の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
松
戸
支
部
Ｏ
Ｂ
会
に
歓
迎
体

制
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

美
味
し
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ
料
理
を
堪
能
し
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
同
じ
場
所
で
綾
瀬
運
輸
区

分
会
が
「
焼
肉
レ
ク
」
を
開
催
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
現
役
と
の
話
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

特
に
、
大
崎
運
輸
区
で
分
会
長
を
し
て

い
た
小
林
さ
ん
か
ら
「
強
制
転
勤
」
さ
せ

ら
れ
た
経
緯
を
報
告
し
て
も
ら
い
、「
会
社

は
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
！
」
と
強
い
怒
り

を
共
有
し
ま
し
た
。 

                           

       

楽
し
く
元
気
に
、
各
地
で
レ
ク 

       

水
戸 

八
王
子 

東
京 

西
関
東
の
Ｏ
Ｂ
会
が 

講
演
会
で
交
流
！ 
長
野
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
定
期
総
会
を
開
催 

  

新役員体制 

会 長 

 近藤 愛一郎 

副会長 

  田上 憲由 

  萩原  実 

  牛尼 大輔 

  轟   正好 

事務局長 

  上原  隆 

 

西関東ブロック３地本交流の講演に聞き入る参加者 

 新役員体制 

会 長 

 石塚 広美 

副会長 

 来栖 健一 

 葛原 英世 

 上原  隆 

事務長 

 中島  諭 

 

 

 

 

 

 

 

バ
ス
関
東
の
総
会
で
、
現
役
に
激
励
の
声 

     

標
題
記
事
に
つ
い
て
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会 

よ
り
「
ま
た
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
中
で
発

生
し
た
『
会
長
不
信
任
問
題
』
は
、
も
っ

と
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
中
で
話
し
合
っ
て
欲
し

い
と
い
う
意
見
で
集
約
さ
れ
ま
し
た
」
と 

い
う
表
現
は
誤
解
を
招
く
と
の
指
摘
を
受

け
次
の
様
に
修
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。 

【
ま
た
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
第
２
回
幹
事 

会
に
お
い
て
『
会
長
不
信
任
』
を
議
論
決

定
し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
横
浜
地
本
も
承
認
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
へ
の

承
認
要
請
が
あ
り
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て 

第
３
回
役
員
会
で
承
認
い
た
し
ま
し
た
。
】 

                    

前
号
（Ｎ
Ｏ
，
２
６
０
）「Ｊ
Ｒ
東
労

組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
」
報
告
記
事
の

一
部
修
正
に
つ
い
て 

  


